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心
の
ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

財
団
法
人
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

10月1日設立

私
た
ち
の
化
ん
で
い
る
忙
皿
区
に
お
い

て
は
、
「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
隗
人

よ
い
足
‥
淤
の
実
現
を
め
y
し
た
从
夲
計

画
を
碵
定
し
て
、
支
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
t

こ
の
中
で
は
、
卜
民
参
加
に
よ
る
自
乱

を
確
包
す
る
た
め
、从
調
を
コ
ミ
ソ
ーテ
f

の
育
成
に
お
き
各
挿
の
晧
策
を
休
系
化
し

て
い
ま
す
。

t
だ
、
厳
し
い
財
政
山
r
情
の
中
て
多
様

叱
ず
る
区
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
心
え
て

い
く
た
め
に
は
厂
n

政
の
忰
か
'超
え
た
弾

刀
的
な
執
行
が
が
叮
欠
で
L

。

こ
れ
ら
今
踏
ま
え
て
、
廴
化
・
ブ
ヽ
ポー

ツ
咄
心
4
-
-
媒
休
に
づ
こ
ュ
ニ
ア
で
の
介
成

か
・
川
る
た
め
鷦
星
を
ド
コ
ミ
ゴ
T
ア
f
七

化
・
ス
ボ
ー
ツ
公
n
を
卜
川
一
目
に
設
y

し
ま
す
。

公
社
設
立
の
背
景

国
で
は
什
政
改
や
、
祁
で
は
財
政
冉
姓

か
叫
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
外
の
財
政

卜
情
は
厳
し
さ
の
一
途
を
た
と
乙
て
い
ま

す

そ
の
中
で
尾
y
K
岐
を
碵
極
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
杜
会
情
勢
の
変

化
に
紂
心
し
た
嘔
傍
嘔
裳
の
兒
直
し
や
経

費
の
節
減
な
ど
財
源
の
効
率
的
な
運
用
が

不
町
欠
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
区
尺
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
従
来

の
行
政
の
枠
を
超
え
た
弾
力
的
な
卜
務
嘔

隻
の
賦
行
や
尺
間
的
粁
営
感
覚
の
導
人
も

図
っ
て
い
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

公
社
の
目
的

こ
の
公
阡
は
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
べ

く
り
か一火
八
す
る
た
め
に
、
地
域
の
連
冊

と
ヲ
・
I
ニ
テ
ィ
の
介
成
を
奨
励
す
る
収

隻
を
行
い
、
鮭
康
で
よ
き
か
い
の
あ
る
区

民
生
活
の
形
成
と
地
域
杜
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
レーを
川
的
と
し
ま
す
。

公
社
の
性
格

公
杜
は
、
K
の
全
細
出
資
に
よ
り
設―

さ
れ
、
区
行
政
を
補
七
し
て
、
公
隘
を
有

す
る
淅
笂
か
・
叺
行
t
る
財
団
法
八
で
t
。

ま
た
、
区
尺
の
要
望
か
I・皿
映
じ
た
廾
-

ビ
フ
、
な
'縦
供
F

る
た
め
に
、
賦
卜
機
関
で

あ
る
理
淅
公
か・
K
尺
の
参
・川
を
得
て
運
W

し
て
い
き
ま
す

き
I
い
に
、
叩
卜
長
の
ぶ

川
機
閥
で
あ
る
評
議
員
公
は
、
K
尺
の
代

人
こ
あ
る
区
置
公
廠
員
≒
K

尺
ご
構
戊
冫

れ
ま
十

公
社
の
役
割

区
は
、
区
尺
の
皆
さ
ん
が
自
k
性
と
主

体
性
を
持
ち
、
良
江
を
自
覚
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
行
動
で
き

る
地
域
社
会

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)

の
育
成
を
め
ざ
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
「
場
」
の
提
供
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

夊
化
・
ス
ポ
ー
ツ
咄
設
な
ど
は
、利
川

す
る
区
尺
の
自
し
的
な
ク
ル
ー
プ
づ
く
り

を
介
易
に
図
る
こ
と
か
で
き
る
I
場
`
で

あ
り
、
川
在
そ
れ
ら
の
咄
心
に
は
多
く
の

ク
ル
ー
プ
が
合
6

し

、
ま
た
9
上
え
っ
っ

あ
り
ま
す

、

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー

プ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
に
育
成
し
て

い
く
こ
ヒ
し
、
区
民
自

洽
の
推
進
を
図
る
う
え
で
兮
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

公
社
は
、
定
叱
・
ス
ポ
ー
ツ
咄
設
を
媒

体
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f

の
介
成
を
図
る

た
め
バ
ド
と
し
て
次
の
卜
襃
を
行
い
ま
す
I
、

▽
夊
化
・
ス
ボ
ー
ツ
の
振
興
に
関
し
、
哇

心
の
特
性
に
応
じ
た
&
唾
卜
袰
の
火
施

▽
夊
化
・
ス
ホ
ー
y
謡
動
の
実
態
に
心
じ

た
晧
設
の
運
営
管
理

公
社
設
立
に

よ
る
効
果

公
旺
を
設
y
す
る
I
画
に
よ
り
、

▽
雌
合
の
制
度
や
悁
政
の
枠
か
'超
え
た
連

営
を
行
・つ
こ
と
か
で
き
、
利
川
者
の
利

便
の
拡
充
か
図
お
ま
I
F

▽
哇
設
の
機
能
や
連
営
に
沿
い
で
職
員
を

採
川
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
の
利
川

の
実
態
に
即
し
た
運
営
が
図
れ
ま
す

▽
乍
裳
の
拡
充
に
応
し
て
組
織
を
弾
力
的

に
連
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
務
乍
業

の
一
体
性
と
棗
務
内
容
に
適
合
し
た
執

行
体
制
が
図
れ
ま
す

以
L
の
こ
と
が
上
な
効
果
で
す
。

公
社
の
概
要

尾
包
区
が
卜
川
、
川
に
設
包
す
る
帥
妃

皿
ド
コ
ミ
ご
匸
ア
イ
夊
化
・
ス
ポー
ツ
公

杜
は
、
区
の
煢
細
出
食
一
駄
本
財
産
ミ
幡

川
、
鳶
託
料
、
助
成
令
約
こ
億
一
F
万
円
J

で
連
営
さ
れ
、
K
行
政
を
納
完
す
る
催
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

公
杜
に
蒭
託
す
る
咄
設
は
卜
-
柿
哨
、

三
卜
五
施
殿
一
襃
而
図
参
鬪
ご
て
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、地
峨
体
育
館
二
こ

力
所
)
、運
動
場
(
匕
力
所
)
、ス
ポ
ー
ツ

公
Ⅲ
{
ト
ー
l
力
所
}
、
区
営
プ
ー
ル
ニ
乙
力

所
一
の
ス
ポ
ー
ツ
咄
設
に
加
え
、西
新
拌

区
尺
ホ
ー
ル
、4
午
館
、勤
労
福
祉
会
館
、

産
襃
振
町
館
、文
化
会
館
、社
公
教
育
館
(

川
館
)
な
ど
で
す
。

公
社
で
は
、K
尺
へ
の
サー
ビ
叉
拡
人

の
た
め
原
則
と
し
て
川
耀
日
の
休
館
か
・
な

く
し
、
年
恥
年
始
を
除
き
乍
中
無
休
と
し

閉
館
時
間
が
4
陲
几
時
ミ
-
分
と
々
り
ま

う
卜
川
か
こ
公
H
に
か
託
t
る
哇
設
け

I・
の
り
气

船
ぺ‥
7、
ホ
ー
ソ
十
レ

タ
ー
'

新
降
卜
尺
ホ
ー
气

勤
労
柚
阯
会
館

、産
氣
・

振
叫
館
の
川
咄
設
匸
す

公
什
に
従
嘔
す
る
職
貝
は
、
区
職
貝
の

」

派
遣
と
な
り
、
年
度
内
は
四
寸
人
の
職
1

で
、
来
年
度
は
さ
ら
に
委
託
施
設
も
増
え

ま
す
が
、
区
職
員
の
ほ
か
固
有
職
員
の
採

用
や
介
料
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
に

よ
り
対
心
し
て
い
き
ま
す
。
公
社
設
包
に

よ
り
経
費
の
節
減
も
図
る
こ
と
か
で
き
、

そ
れ
ら
を
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
ふ
り
む
け

て
い
き
ま
す
。

公
社
の
嘔
務
叫
を
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
内
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
乍
務
局

の
磯
員
数
を
桔
少
限
に
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
公
杜
の
組
織
は
、
執
行
機
関
で

あ
る
理
忝
{
。ご
卜
名
}
、
監
{

二
名
气

理
參
艮
の
余
間
機
関
で
あ
る
評
議
貝
会

匸
。卜
名
}
及
び
公
什
の
嘔
務
を
処
理
す

る
嘔
務
励
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
、

公
社
の組

織
図

区
民
ま
つ
り
'

8 3

あ

だ

ち

十

月

一
日

中

央

公

園

へ

み

ん

な

集

ま

ろ

う

葦
立
ち

嶐
に
す
だ
く
虫
の
斤
に
も
、
秋
を
感
じ

る
今
H
こ
の
ご
ろ
で
す
。
秋
は

。ス
ポ
ー

ツ
の
秋
〟

。読
書
の
秋
〟
と
も
い
わ
れ
ま

す
が
、
皆
さ
ん
い
か
か
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

卜
り
-
-
凵
は
『
昨
年
。区
制
瓦
卜
周
¥
で

定
め
ら
れ
た
K
尺
の
日
で
、
区
尺
ま
つ
り

は
中
火
夲
町
公
㈲
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

小
1日
は
(
し
I
ト
。
郷
丿
芸
能
、
商
店
山

の
バ
ザ
ー
4
な
ど
、
盛
り
た
く
さ
ん
の
催

し
物
か
計
画
χ
『
わ
て
い
ま
す

、
L
曜
日
で

も
あ
り
ま
I
の
で

多
く
の
K
尺
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

同
じ
日
に
、
足
‥ら
K
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ト
夊

化
・
ベ
ボ
r
ツ
公
吐
が
発
足
し
ま
す
。

私
は
、
区
の
施
設
を
も
っ
と
有
効
に
地

賊
で
使
っ
て
い
た
だ
く
力
法
は
な
い
む
の

か
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
考
え
が
、
住
区
施
設
の
運

竒
を
地
域
へ
お
任
せ
す
る
ご
レ
そ
し
ぺ

も
う
一
つ
は
こ
の
公
廿
の
騒
な
で
す
、

施
設
を
区
で
運
廿
し
ま
す
と
、
ど
う
し

て
も
、
き
め
こ
ま
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
限

界
か
あ
り
ま
し
ぺ

そ
こ
で
、
尺
間
的
な

発
想
の
ら
と
に
弾
力
的
な
施
設
運
営
を
行

い
、
K
民
の
皆
さ
ん
か
利
川
し
や
す
い
体

利
を
と
ち
え
ら
れ
た
の
が
こ
の
公
社
で
す
。

こ
の
公
社
で
は
。
同
時
に
ミ
ニ
コ
ミ
誌

の
宛
行
、
環
境
美
化
連
動
等
を
通
し
て

、

コ
ミ
ご
I
テ
ィ
育
成
の
お
f
伝
い
も
杓
っ

て
い
く
・計
画
で
す
。

軌
道
に
覈
る
ま
で
に
は
符
丁
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
公
社
と

し
て
見
守
り
、
育
て
て
く
だ
さ
い
。

区
長

古
性
直
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□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
情
報
の
提
供

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要

な
愉
報
の
収
集
、
艇
示
・
提
供
し
ま
す
。

□
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
発
行

各
地
域
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
の
紹
介
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
、

仲
間
づ
く
り
の
募
集
、
施
設
事
業
の
お
知

ら
せ
等
、
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。

□
環
境
美
化
運
助
の
推
進

地
域
の
環
境
を
良
好
に
す
る
運
動
を
促

進
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
ぐ
る
み
で
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
不
用
品
交
換
市
の
普
及

区
民
相
嶇
の
交
流
と
勧
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
る
た
め
施
設
を
拠
点
と
し
て
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
の
不
用
品
を

交
換
し
、再
利
用
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

□
ふ
れ
あ
い
教
室

区
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
文
化
・
教
養

な
ど
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
内
の
専

門
家
や
ベ
テ
ラ
ン
の
知
識
経
験
を
活
用
し
、

地
域
区
民
の
要
望
に
応
じ
た
枚
室
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
K
民
相
互
の
交
流
を
通
し

た
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

□

健
康

・
体

力

づ

く

り

健
康
・
体
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鯉
康
や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
の

生
活
化
を
図
り
ま
す
。

□

コ

ミ

ュ

ニ

テ

イ
ス

ポ

ー

ツ
教

室

地
域
の
施
設
で
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
の
紕‥及
を
通
し

、
区
民
相
圷
。の
ふ
れ
あ

い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
・
生
活
化
を
図

り
ま
す
。

□

グ

ル

ー
プ

リ

ー

ダ
ー

の
育

成

各
種
教
室
な
ど
を
埴
し
て
、
巾
級
・
上

級
コ
ー
ス
等
を
設
け
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
り
ま
す

。

□

芸

術

鑑

賞
会

区
民
の
要
望
に
応
え

、
。帆
広
く
質
の
鳥

い
芸
術
文
化
を
提
供
し

、
区
民
文
化
の
向
L

と
区
尺
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

□
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

施
設
(
プ
ー
ル
)
の
有
効
利
用
を
M
り
、

区
民
に
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

□
運
営
協
議
会
の
設
置

施
設
が
真
に
区
民
の
も
の
と
し
て
親
し

ま
れ
、
住
尺
傴
導
の
コ
ミ
ダ
ー
テ
ィ
の
活

性
化
と
自
治
意
愚
の
高
拷
を
図
る
た
め
、

各
施
設
ご
と
に
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

当
面
、
施
設
利
用
者
懇
飛
会
を
開
き
、

そ
れ
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

□
グ
ル
ー

プ
の
育
成
・
援
助

ふ
れ
あ
い
教
室
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
を
育
成
し
、コ
ミ
ユ
乙テ
ィ
の
核
と

す
る
た
め
に
、そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心

と
し
た
研
究
会
や
大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

施
設
を
拠
点
と
し
て
、
敦
室
な
ど
で
育

っ
た
グ
ル
ー
プ
が
巾
心
と
な
っ
て
ま
つ
り

を
行
い
ま
す
、

そ
の
企
画
立
案
・
連
富
は
グ
ル
ー
プ
自

ら
実
施
で
き
る
よ
う
援
助
し
、
グ
ル
ー
プ

相
互
の
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
青
成
を

叫
り
ま
す
。

他
区
の
公
益
法
人

①
名
称

②
開
股
年
川
口

③
駄
本
財
産

④
職
員
数
(
区
よ
り
心
派
遣
職
貝
数
)

⑤
殴
立
口
的

⑥
事
業
内
容

⑦
骨
理
運

営
受
託
施
股

〔
江
戸
川
区

〕

①
鰾
江
戸
川
区
区
尺
施
設
公
社

②
昭
和
5
6

年
4

川
1

日

③
瓦
F

万
円

④
ハ
ト

匕
人

乱
-

六
人
・

⑤
K
4

設
の
運
営

を
通
し

、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
育
成
を

図

り
、
地
域
社
会
の
発
展
と
豐
か
な
K

民
生

晒
の
形
成
に
寄
7

す
る

⑥
咄
心
を
媒
体

と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
及
び
K

八

の
丈
化
、
柚
阯
の
向
卜

に
関
す
る
嘔
竃

⑦
紀
(
‥丈
化
セ
ン
タ
ー

、
K

尺
セ
ン
タ

ー

、
総
人‥体
育
館
、
勤
労
柚
い川
会
館

、
刄

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

、
南
綛
西
公
館

、
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f

会
館
{

こ

力
所
}

〔
江
東
区
〕

①
魴
汪
火
区
地
域
振
興
余
②
昭
和
5
7
年

4
川
I
H
・
③
一
億
円
④
卜
h
人
こ
一

人
一

⑤
夊
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
通
し

て

、
フ
ヽ
I

ニ
テ
ィ
の
振
叫
を
回
り
、
地

域
朴
会
の
発
展
と
豐
か
な
区
尺
生
活
に
寄

り
す
る

⑥
コ
ミ

ダ
ー
テ
ィ
振
叫
及
び
文

化
向
卜
に
関
す
る
t
t

⑦
J

収
丈
化
セ

ン
タ
ー
、
芭
鴛
記
念
館

〔
墨
田
区
〕

①
鯨
川
田
支
ら
づ
く
り
公
籵
②
昭
利
5
7

午
9
n
1
日
③
一
付
円
④
卜
人
八

人
一
⑤
地
城
連
帯
感
を
居
盤
と
し
た
自

祐
活
動
の
瓜
興
と
コ
ミ
ご
T
ア
イ
の
促
進

を
図
り
、安
令
・
快
適
・
豐
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
⑥
自
治
活
動
の
振
興

と
巾
街
地
環
境
の
冉
塹
備
に
関
す
る
嘔

袤
⑦
両
国
公
会
巾
、柬
向
臨
公
会
堂
、

地
域
集
会
所
こ
(
カ
所
`
・
、大
禍
川
粗
氷

河
川

〔
練
馬
区
〕

①
靭
練
心
区
丈
化
振
舛
協
余
②
昭
和
5
7

年
9
月
1
日
③
一
陪
円
④
一
(
人
穴

人
)
⑤
区
尺
の
自
1
f
的
な
文
化
活
動
の

促
進
を
回
り
、豐
か
な
区
尺
1
活
の
創

造
に
寄
y
す
る
⑥
K
尺
丈
化
の
向
上
、

振
興
と
区
民
の
自
主
的
文
化
活
動
の
促

進
に
関
す
る
嘔
霎

⑦
練
馬
丈
化
セ
ン

公社に委託する施設

◎ 公 社についてのお問い合 わせは事務局　859 ―8211 へ。


